
　コロナ禍で大きな打撃を受けたわが国の
インバウンド観光。ようやくこの６月から限
定的ではあるが海外からの旅行客の受け入
れも始まり、にぎわい復活への期待も高まっ
ている。
　そして2025年にナショナルイベントであ
る大阪・関西万博の開催を控える関西。好
機を生かし、「世界の旅行者に選ばれるデス
ティネーション“KANSAI”」の地位を確
立すべく、この２年間、関西観光本部を中
心に中長期的な観光の再生・発展の戦略を
検討してきた。
　今年３月に策定された「関西ツーリズム
グランドデザイン2025（以下、グランドデ
ザイン）」は、その成果の一つである。今後、
このグランドデザインを軸に、ＯＮＥ関西と
なって取り組みを進めていく。

　 関西観光本部、
    コロナ収束後を見据え
　 グランドデザインを策定

新 型コロナウイルスの感染拡大の影響により

国際往来が制限され、世界的にインバウン

ド観光は大きな打撃を受けた。関西も例外ではな

く、2017年４月の発足以来、広域連携ＤＭＯ＊１

としてインバウンド振興に取り組んできた関西観

光本部（理事長：松本正義 関経連会長）も活動の

制限を余儀なくされた。そうしたなかでも、関西

観光本部は歩みを止めることなく、コロナ収束後

を見据え、再び世界中から多くの人びとを関西に

迎えるための準備・検討を始めた。こうした活動の

大きな柱の一つがグランドデザインの策定である。

　2022年３月に策定されたグランドデザインは、

関西観光本部を中心に、有識者および官民の観光

ＯＮＥ関西で挑戦
「関西ツーリズム
グランドデザイン2025」
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に携わる関係者が一体となって作り上げたもので

ある。「世界の人びとに旅行の目的地として選ば

れる関西」をめざす姿に掲げ、事業期間中（2022

～2025年度）に開催される2025年大阪・関西万

博という好機をインバウンド観光においても最大

限生かすべく、めざす姿とその実現に向けた取り

組みの基本的な方向性や考え方がまとめられてい

る。そこには、関係者で思いを共有し、ONE関西

で推進していきたいとの思いが込められている。

   「関西ツーリズム
　グランドデザイン2025」 とは

　関西には日本の原点につながる歴史・伝統・文

化、そしてこれらと溶け合った自然がある。また、

京都、奈良、大阪、神戸など世界的にも名前を知

られた都市が複数近接し、伝統産業と最先端産業、

暮らしやすい生活文化と親しみやすい人々の気質

等、世界の旅行者を引きつける魅力に富んでいる。

　グランドデザインでは、こうした関西の観光資源

を磨き、つなげることで、広域観光圏  “KANSAI”

を構築し、“グローバル・ツーリズム・デスティ

ネーション”として世界中の人々に旅行の目的地

として選ばれ、関西観光の価値が共感される姿を

めざすことを打ち出している。具体的には、京都

や大阪といった大都市だけでなく、関西を広域

的に観光できるよう、交通インフラの整備など

も含めて広域観光ルートを構築することにより、

“KANSAI” 全域に人が訪れる姿を実現していく

（図１）。

　なぜ、広域観光圏 “KANSAI” の構築をめざす

のか。グランドデザインでは、その目的として「地

域の豊かな暮らしへの貢献」と「関西経済への貢

献」をあげている。

　コロナ禍前には、オーバーツーリズムが課題と

なっていた地域もあったが、本来、にぎわいや潤

いが増えることは地域にとってよいことである。

そこで、「地域の豊かな暮らしへの貢献」に関し

ては、観光地の景観や観光資源の適切な保全、さ

らには住民の地域への誇りにも配慮する形で「住

んでよし」「訪れてよし」の持続可能な観光地づ

くりを実現し、将来にわたり地域の創生に貢献す

ることが盛り込まれた。

＊１ Destination Management/Marketing Organization
　　 の略。観光地域づくりのかじ取り役を担う法人。

図１ グローバル・ツーリズム・デスティネーションの概要

出所：「関西ツーリズムグランドデザイン2025」

　めざすは「グローバル・ツーリズム・
　デスティネーション」として選ばれる
　広域観光圏“KANSAI”

　グランドデザインの目的
　～広域観光圏“KANSAI”の構築で
　　関西に貢献
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“KANSAI” の知名度を高める取り組みを集中的

に進める。

《アクションⅡ》地域を磨く・つなぐ
地域を磨く：観光地の景観や観光資源を適切に保

全しつつ、旅行者に共感される上質な観光地づく

りを推進する。その際、地域と観光の双方が持続

的に発展することをめざし、長期的な視野に立っ

て観光地づくりを進める。

地域をつなぐ：観光地づくりを進める地域をス

トーリーやテーマでつなぐ広域観光ルートづくり

を推進し（「THE EXCITING KANSAI」（図２）と

して先行取り組み中）、さらに拠点地域である京

都や大阪はゲートウェイ都市としてその機能・魅

力を一層高めていく。広域観光ルートや拠点地域

を空港、鉄道駅、港湾等と効果的につなぐことに

より、新たな宿泊滞在圏を形成し、関西一円に海

　一方、「関西経済への貢献」については、観光

を関西経済の柱の一つとするべく、インバウンド

観光の経済効果に焦点を当て、旅行者数や滞在日

数の増加、消費額の増大をはかることがうたわれ

ている。例えば、2025年の旅行消費額の目標を

2019年（約1.2兆円）の1.5倍である約1.8兆円とす

るなど、具体的な数値目標も掲げている。この目

標を含め、グランドデザインでは、取り組みの成

果を測るため、10の指標が設定されている。

　成果指標を達成し、めざす姿を実現する方策と

して、グランドデザインには、３つの戦略（表）と

具体的な４つのアクションも示されている。各ア

クションの内容は次のとおり。

《アクションⅠ》日本屈指の広域観光圏“KANSAI”
を世界に発信
　京都や大阪といった都市名と比較すると、

“KANSAI” の世界的な認知度はまだまだ低い。

そこでコアコンセプトとキャッチコピーを掲げ、

大阪・関西万博が世界に向けて発信される機会を

最大限に活用しながら関西の魅力をわかりやすく

発信するなどプロモーション活動を行い、まずは

広域観光圏“KANSAI”の構築へのチャレンジ

地域をつなぐ 「広域観光ルート」と多彩な 「テーマツーリズム」を両輪として形成される広域観光圏
の構築を促進する。大阪・関西万博が世界に発信される機会を最大限に活用し、関西が一丸となって

“KANSAI”の認知度を高める取り組みを集中的に進める。これらにより広域観光圏“KANSAI”のグ
ローバル・ツーリズム・デスティネーション化をめざす。

スモールマスマーケット＆ストーリーマーケティングによる誘客促進

関西の魅力を「マスマーケット」に向けて総花的に発信するのではなく、多彩で豊富な魅力をツーリ
ズム化することにより 「スモールマスマーケット」 に向けて的確にアプローチする。その際には「ス
トーリーマーケティング」の考えに基づくツーリズム化や旅行者の行動変容を勘案し、旅行者の満足
度を高めて誘客促進につなげる。

万博に向けた活動との緊密な連携

ターゲットイヤーである2025年に開催される大阪・関西万博の成功に向け、万博のテーマと共鳴す
る観光プロモーションや万博のテーマと連動したツーリズムの創出を行う。

表 ３つの戦略（概要）

　ONE関西で取り組む！
　戦略とアクション
　～ターゲットイヤー2025年に向けて～

戦略Ⅰ

戦略Ⅱ

戦略Ⅲ

コアコンセプト
『歴史・伝統・文化、そして未来に向けて
多様に花開く日本の原点、関西』

キャッチコピー
The Origin of Japan, KANSAI

具体的取り組み例
• 地域名／KANSAIの表記の活用
• SNSでの『＃KANSAI』タグづけ発信・旅行者に
　よるタグづけ促進キャンペーンの実施
• 政府、日本政府観光局（JNTO）、海外メディア等  
　とのタイアップによる海外への情報発信
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外旅行者が訪れ、地域がにぎわい潤う姿の実現を

めざす。

図３ テーマツーリズムの創出例

• 文化資源を活用したツーリズムの創出
  世界遺産・日本遺産、国立公園・国定公園等の歴史や価値を生かした滞在型ツーリズムの創出 など

• 体験型ツーリズムの創出
  文化体験ツーリズム、農山漁村での体験ツーリズム、産業ツーリズム、ヘルスツーリズム など

• 関西の｢海｣のツーリズムの創出
  海に面する万博会場へのアクセスを勘案した淀川河川舟運を含む大阪湾の利活用の推進 など

出所：「関西ツーリズムグランドデザイン2025」

出所：「関西ツーリズムグランドデザイン2025」より作成

《アクションⅢ》新たな魅力を創る
　広域観光ルートとともに、魅力あるテーマツー

リズムのラインナップを強化する。旅行者の関心

は多様化・細分化しているが、関西には、そのよ

うな多様化・細分化されたニーズにも対応できる

観光資源が豊富にある。こうしたポテンシャルを

効果的にアピールするには、「マス」ではなく、

一定の市場規模が見込める消費者層や集団、いわ

ゆる「スモールマス」ごとにプロモーションを設

定していく必要がある。

　そこで、関西の強みを最大限生かした「文化」

や「食」、さらには ｢海」などをテーマに、関西

ならではの「特別な体験」「本物・唯一無二」な

ど付加価値の高いツーリズムの創出を進める。そ

して、それらをストーリーとともに発信すること

で、旅行者の満足度を高め、リピーターの獲得や

滞在日数の増加につなげる（図３）。

図２ THE EXCITING KANSAI ルート図

国立公園（関西６箇所/全国34箇所）
①吉野熊野　②山陰海岸　③瀬戸内海　
④大山隠岐　⑤伊勢志摩　⑥白山

国定公園（関西15箇所/全国57箇所）
①越前加賀海岸　②若狭湾　③鈴鹿　
④室生赤目青山　⑤琵琶湖　
⑥丹後天橋立大江山　⑦京都丹波高原　
⑧明治の森箕面　⑨金剛生駒紀泉　
⑩氷ノ山後山那岐山　⑪大和青垣　
⑫高野龍神　⑬比婆道後帝釈　
⑭剣山　⑮室戸阿南海岸                （2021年現在）

◆世界遺産（関西6件/全国25件）
●日本遺産（関西36件/全国104件）
■文化観光推進法認定計画
　（関西15計画/全国41計画）※

※「文化観光拠点施設を中核とした地域における
文化観光の推進に関する法律」（文化観光推進
法）に基づき、文化観光拠点施設を中心に、文
化についての理解を深める機会の拡大と国内外
からの観光客の来訪を促進させ、文化・観光の
振興、地域の活性化の好循環を全国各地で創出。
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《アクションⅣ》観光のパラダイムシフトへの
対応と観光インフラの強化
　新たな観光コンテンツの創出、効率的かつ効果

的なプロモーション、新しい観光サービスの提供

等に向け、関西の観光に関するデータの収集・分

析を進めるなど、デジタル技術を複合的に活用し

た観光ＤＸを推進する。こうした取り組みの一環

として、関西ＭaaＳの構築に向けた動き等への支

援・連携を進める。

　また、ＳＤＧs、ＧＸをはじめとする社会経済の

変化のトレンドを取り入れ、観光のパラダイムシ

フトに的確に対応するとともに、観光インフラの

基盤強化を引き続き進める。

　本グランドデザインでは、関西観光本部、行政、

ＤＭＯ、企業など各アクションの推進役がそれぞ

れ明記されている。前述の４つのアクションを、

今後、各推進役が主体となり段階的に進めていく

とともに、各主体が重層的に結びつく連携協働体

制「ＯＮＥ関西」としても、2025年度に向け一丸

となって挑戦していく。

　ポストコロナに向けて
　―関西観光本部の
　着実な取り組み―

関 西観光本部では、グランドデザインの策定

以外にもコロナ収束後を見据えた取り組み

を進めてきた。その主なものを紹介する。

　前述の《アクションⅡ》地域をつなぐの取り組

みの一つ、「広域観光ルートづくり」については、

グランドデザイン策定以前から取り組みが進めら

れていた。関西全体を８つのエリアに分け、自治

体、地域づくり法人や企業などと協働して地域の

価値やコンテンツを洗い出し、共通のテーマやス

トーリーでつないだ広域のルートを巡る旅行商品

や、各地での体験型商品の集約、旅行者の関心を

引きつける情報発信等が実施されている。これま

でに、6エリアでルート旅行商品が造成されてお

り、2022年度は「伊勢～奈良」「琵琶湖東岸～三

重」の旅行商品の造成が予定されている。

　また、ＳＤＧsや食など、大阪・関西万博と連動

したテーマツーリズムの造成も進められており、

ルートとテーマの両輪で関西の魅力の訴求に取り

組んでいる。

　2021年10月～2022年３月に開催されたドバイ

万博では、2025年日本国際博覧会協会(以下、

博覧会協会)の協力のもと、日本館において次回

の万博開催地 ｢関西｣ のPRを行った。「THE 

EXCITING KANSAI」の８つのエリアを紹介す

るパネルの設置のほか、関西の魅力をまとめた動

画の上映などを行った。

　2022年３月、近畿運輸局と連携し、英国およ

び英語圏で強い影響力のある旅行誌「National 

Geographic Traveller UK・Travel＊２」に広域

観光ルート「THE EXCITING KANSAI」の「山

陰海岸」「琵琶湖西岸～北陸」や京都の都文化に

ついて紹介する記事を掲載した。また、同Food

誌＊２にも関西で体験できる「食」についての特

集記事を掲載し、広域観光圏 “KANSAI” をアピー

ルした。

2020ドバイ国際博覧会日本館提供

※グランドデザインの全文は
　https://kansai.or.jp/guideline.htmlを参照。

＊２ 旅行誌はいずれも2022年３月３日に英国で発刊。

広域観光ルート
「THE EXCITING KANSAI」の推進
およびテーマツーリズムの造成

ドバイ国際博覧会（万博）でのプロモーション

海外旅行誌などへの記事掲載
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　 さ ら に５月 に

は、「ニューヨー

ク・タイムズ」に

各 府県の特 別文

化 体 験 を目玉と

する 「Premium

文化観光ツアー」

が紹介された。こ

うした取り組みを

通じて、訪関西機

運の維持・醸成を

はかっている。

　2022年１月に台湾、３月には中国とオンライ

ン大商談会を開催した(共催：近畿運輸局）。関西

からは14府県市の観光担当者や観光関連の団

体・企業が参加し、台湾および中国の旅行事業関

係者と商談を行った。商談数は各回1,000件を超

え、変わらぬ関西への関心の高さがうかがえた。

　国際往来の再開が見通せないなか、国内観光需

要の取り込みに資する活動も行った。

　関西ならではの上質なステイ、美食、特別な文

化鑑賞や体験、快適な移動体験を中心に新しい関

西を訴求する国内向け観光情報サイト「Premium

関西」の本格運用を2021年11月から開始した。

　また、大手航空会社国内線の機内で広域観光

ルート ｢THE EXCITING KANSAI｣ をPRする

オリジナルミニ番組等を上映したほか、機内誌等

で観光情報サイト「Premium関西」をPRした。

　さらに、在留外国人向けの「Tokyo Weekender」

の別冊版関西特集を関西広域連合や14府県市の

協力を得て制作。各府県市の基本情報やテーマ

ツーリズム、「THE EXCITING KANSAI」等を

紹介した。訪関西への意向アップをねらい、冊子

は各国大使館や外資系企業、高級旅館・ホテル等

へ配布した。

　 関経連の取り組み
　～万博を見据えた活動を展開～

当 会でもコロナ収束後、そして大阪・関西万

博を見据えた取り組みを行っている。2022

年１月には都市・観光・文化委員会のもとに「大

阪・関西万博に向けた観光振興検討会」を設置。

グランドデザインの実現に向け、関西観光本部と

一体となった取り組みを進めている。

　また、万博アプリと連携したストレスフリーな

移動と、観光情報の提供で広域周遊促進をめざす

MaaSの実現に向け、「2025年大阪・関西万博ア

クションプラン」の要望事項として取りまとめた。

　あわせて西日本全体の観光活性化をめざした取

り組みも始めている。欧米豪も含めた訪日外国人旅

行者の西日本周遊の促進をはかるべく、中部以西の

６つの経済連合会で構成される ｢西日本経済協議

会｣ の ｢広域観光分科会｣ において瀬戸内海を中

心に西日本を視野に入れた広域観光振興について

検討を進めている。

　さらに、｢アジア・ビジネス創出プラットフォー

ム（ABCプラットフォーム、2019年設立）」の「観

光部会」でも国際観光について検討を重ねてい

る。目下、昨年12月に立ち上げた「食の多様性

推進ラウンドテーブル」にて、多様な人々が安心

して関西・日本での食を楽しめる環境の整備につ

いて検討を行っている。

　これまで述べてきたとおり、グランドデザイ

ンの実現、さらには、インバウンド観光振興には

「ONE関西」、つまり関西一丸となった推進体

制と推進基盤の強化が必要不可欠である。当会

も関西観光本部はもとより、関西広域連合をはじ

めとする行政、地域、企業等すべての関係者との

協力を密接に行い、関西広域の観光振興に寄与し

ていく。　　　　（産業部 徳田龍裕・田上加奈子）

「Premium関西」トップページ イメージ

「ニューヨーク・タイムズ」掲載

オンライン大商談会（台湾および中国）の開催

国内観光需要の取り込み促進
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